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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物に材料をコーティングするシステムにおいて、
　少なくとも１つの壁を備えるハウジングと、
　上記ハウジング内に配置された吐出デバイスと、
　上記ハウジングの床に配置されたドレインと、
　上記ハウジング内に配置された上記対象物を保持するホルダと、
　上記吐出デバイスと上記少なくとも１つの壁との間に配置された少なくとも１つの多孔
性材料と、
　上記ハウジングの床下に配置された第１のタンクであって、上記ドレインを介して上記
ハウジングと流体的に連通している第１のタンクと、
　上記ハウジングの床下に配置された溶媒タンクである第２のタンクであって、第１のタ
ンク内へ溶媒を圧送することができるように構成された第２のタンクと、
　上記溶媒タンクから上記少なくとも１つの壁まで溶媒を圧送するポンプと、
　を備えるシステム。
【請求項２】
　上記ホルダは、ゴルフボールを保持するように構成されていることを特徴とする請求項
１に記載のシステム。
【請求項３】
　上記ホルダは、スピンドルであることを特徴とする請求項２に記載のシステム。
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【請求項４】
　上記吐出デバイスは、スプレーノズルを有することを特徴とする請求項１に記載のシス
テム。
【請求項５】
　上記少なくとも１つの多孔性材料は、ネットであることを特徴とする請求項１に記載の
システム。
【請求項６】
　上記吐出デバイスと上記少なくとも１つの壁との間に２個～１０個の多孔性材料が配置
されていることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　上記多孔性材料間の距離は、約０．５ｃｍ～約１０ｃｍの範囲内にあることを特徴とす
る請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　上記多孔性材料の孔の寸法は、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの範囲内にあることを特徴とす
る請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　上記少なくとも１つの壁は、傾斜していることを特徴とする請求項１に記載のシステム
。
【請求項１０】
　第１のタンクに接続されかつ上記吐出デバイスと流体的に連通しているチューブをさら
に備えることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　対象物に材料をコーティングするシステムにおいて、
　床を備えるハウジングと、
　上記ハウジング内に配置された吐出デバイスと、
　上記ハウジング内に配置された上記対象物を保持するホルダと、
　上記ハウジングの上記床の下に配置された第１のタンクと、
　上記ハウジングと第１のタンクとの間に配置されたドレインと、
　上記ハウジングの床下に配置された溶媒タンクである第２のタンクであって、第１のタ
ンク内へ溶媒を圧送することができるように構成された第２のタンクと、
　上記溶媒タンクから上記ハウジングの少なくとも１つの壁まで溶媒を圧送するポンプと
、
　を備えるシステム。 
【請求項１２】
　上記ホルダは、ゴルフボールを保持するように構成されていることを特徴とする請求項
１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　上記ホルダは、スピンドルであることを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　上記吐出デバイスは、スプレーノズルを有することを特徴とする請求項１１に記載のシ
ステム。
【請求項１５】
　第１のタンク内へ溶媒を噴霧するように位置決めされたノズルを有する第２のポンプを
さらに備えることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１６】
　第１のタンクが上記吐出デバイスと流体的に連通していることを特徴とする請求項１１
に記載のシステム。
【請求項１７】
　余剰スプレーを再利用する方法において、
　ハウジング内の対象物へ向けてコーティング材料を噴霧するステップと、
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　上記ハウジングの床下に配置された溶媒タンクである第１のタンクであって、第２のタ
ンク内へ溶媒を圧送することができるように構成された第１のタンクから上記ハウジング
の少なくとも１つの壁まで溶媒を圧送するステップと、
　上記ハウジングの床に配置されたドレインから上記ハウジングの床下に配置された第２
のタンク内へ余剰スプレーを排出するステップと、
　上記余剰スプレーを新規コーティング材料と混合して混合物を生成するステップと、
　上記ハウジング内の対象物へ向けて上記混合物を噴霧するステップと、
　を含む方法。
【請求項１８】
　多孔性材料を使って上記余剰スプレーを捕捉するステップをさらに含む請求項１７に記
載の方法。
【請求項１９】
　上記混合物中の余剰スプレー／新規コーティング材料の比が約２０：８０～約８０：２
０の範囲内にあることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　上記混合物中の余剰スプレー／新規コーティング材料の比を制御する弁を使用すること
をさらに含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　上記余剰スプレーを濾過することをさらに含む請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、対象物に塗料を噴霧しかつ余剰スプレーを再利用するシステムおよ
び方法に関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　ゴルフ競技は、アマチュアレベル、プロレベルを問わず、人気の高いスポーツである。
当技術分野において、ゴルフボールの製造および設計に関する幅広い技術が知られている
。例えば、ゴルフボールを製造する方法は、ゴルフボールにコーティング材料を噴霧する
ことを含む。この方法を用いて、ゴルフボールの表面に、均一なコーティングが施される
。しかし、噴霧プロセスにおいて、コーティング材料の少なからぬ量が、余剰スプレーと
して失われている。この余剰スプレーを回収して再利用することができれば有益である。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　余剰スプレーを再利用するシステムを開示する。本システムは、対象物の外面にコーテ
ィングを施すために、対象物へ向けて材料を吐出するときに生じる余剰スプレーを回収し
再利用することができる。本システムは、概して、対象物が噴霧され得るように収容する
ハウジングと、対象物を保持するホルダと、コーティング材料を対象物へ向けて吐出する
吐出デバイスと、余剰スプレーを回収および／または処理する容器と、再利用されるべき
余剰スプレーを導くコンジットおよび流量調整器と、を備える。吐出デバイスおよびホル
ダは、ハウジング内に配置され得る。少なくとも１つの多孔性材料が、吐出デバイスとハ
ウジングの壁との間に配置され得る。
【０００４】
　一態様においては、本システムの一実施例は、壁を備えるハウジングを含み得る。この
ハウジング内に、吐出デバイスとホルダが配置され得る。吐出デバイスと壁との間に少な
くとも１つの多孔性材料が配置され得る。ホルダが、ゴルフボールを保持するように構成
され得る。ホルダは、スピンドルとすることができる。吐出デバイスは、スプレーノズル
を有し得る。多孔性材料は、ネットとすることができる。本システムは、吐出デバイスと
壁との間に配置された２枚～１０枚の多孔性材料を含み得る。これらの多孔性材料間の距
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離は、約０．５ｃｍ～約１０ｃｍの範囲内とすることができる。これらの多孔性材料は、
約０．５ｍｍ～約５ｍｍの範囲内の孔の寸法を有し得る。壁が、傾斜しているとよい。本
システムは、この壁へ向けて溶媒を噴霧するように位置決めされたノズルを有するポンプ
を備え得る。ハウジングの床の下方に、タンクが配置され得るが、ハウジングは、この第
１のタンクへと開口するドレインを備え得る。チューブがタンクへ接続されるとともに、
吐出デバイスと流体的に連通し得る。
【０００５】
　他の態様においては、本システムの一実施例は、床を備えるハウジングを含み得る。こ
のハウジング内に、吐出デバイスが配置され得る。ハウジング内に、ホルダが配置され得
る。ハウジングの床の下方に、第１のタンクが配置され得る。ハウジングと第１のタンク
との間に、ドレインが配置され得る。ホルダが、ゴルフボールを保持するように構成され
得る。ホルダは、スピンドルとすることができる。吐出デバイスは、スプレーノズルを有
し得る。多孔性材料は、ネットとすることができる。第１のタンクは、非粘着性の表面を
有し得る。本システムは、第１のタンク内へ溶媒を噴霧するように位置決めされたノズル
を有するポンプを備え得る。第１のタンクは、吐出デバイスと流体的に連通し得る。本シ
ステムは、ハウジングの床の下に配置されたコーティング材料を供給する第２のタンクを
備え得る。第１のタンクと第２のタンクは共に吐出デバイスと流体的に連通し得る。第１
のチューブが、供給タンクと流体的に連通し得る。第２のチューブが、回収タンクと流体
的に連通し得る。第１の弁が、第１のチューブに接続された第１の入口、第２のチューブ
に接続された第２の入口、および第１のチューブからの流体と第２のチューブからの流体
とを混合する出口を有する。出口は、第３のチューブに接続されていて、吐出デバイスと
流体的に連通し得る。第２の弁が、第２のチューブ内に配置され得る。
【０００６】
　他の態様においては、本システムの一実施例は、余剰スプレーを再利用する方法を含み
得る。この方法は、ハウジング内の対象物へ向けてコーティング材料を噴霧するステップ
と、ハウジング内へ溶媒を圧送するステップと、ハウジングからタンク内へ余剰スプレー
を排出するステップと、余剰スプレーを新規コーティング材料と混合して混合物を生成す
るステップと、ハウジング内の対象物へ向けて混合物を噴霧するステップと、を含み得る
。この方法は、多孔性材料を使って余剰スプレーを捕捉することを含み得る。この混合物
に含まれる余剰スプレー／新規コーティング材料の比は、約２０：８０～約８０：２０の
範囲内とされ得る。本発明の方法は、混合物内の余剰スプレー／新規コーティング材料の
比を制御する弁を使用することを含み得る。本発明の方法は、タンク内へ溶媒を添加する
ことを含み得る。本発明の方法は、余剰スプレーを濾過することを含み得る。
【０００７】
　本発明の他のシステム、方法、特徴および利点は、以下の図面および詳細な説明を参照
することによって、当業者に明らかとなる。追加的なシステム、方法、特徴および利点の
すべてが、この説明およびこの要旨に含まれ、本発明の範囲内に含まれ、さらには以下の
特許請求の範囲によって保護されることが意図されている。
【０００８】
　本発明は、以下の図面および説明を参照することによって、さらによく理解されよう。
各図に示される構成要素は、必須的な寸法を示すものではなく、本発明の原理を例示する
ことを主眼としている。さらには、各図において、同様の参照符号は、様々な視点から見
た場合の対応部位を指している。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】余剰スプレー再利用システムの一実施例を示す側面図。
【図２】図１に見られる余剰スプレーシステムのブース内を示す平面図。
【図３】図１に見られる余剰スプレーシステムのブースを示す斜視図。
【図４】余剰スプレー再利用システムのブースの一実施例を示す斜視図。
【図５】余剰スプレー再利用システムの一実施例を示す部分的側面図。
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【図６】図５に見られる実施例の部分的斜視図。
【図７】ネットの一実施例を示す図。
【図８】ネットの一実施例を示す図。
【図９】ネットの一実施例を示す図。
【図１０】ネットおよび基部の一実施例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　対象物に噴霧しかつ余剰スプレーを再利用するために回収するシステムを開示する。本
システムは、対象物に材料を噴霧することによって該対象物にコーティングを施すように
構成されている。できるだけ均一なコーティングを施すために、コーティング材料の粒子
は、噴霧されている対象物の表面積よりも大きな面積に亘るように吐出され得る。そのよ
うに大きな表面積に亘るように材料を吐出することによって、吐出材料粒子のうちのいく
らかが、対象物に接触することなく該対象物付近を通過し続けてしまうことがある。対象
物に堆積しない或いはくっ付かない種々の吐出材料粒子は、余剰粒子であると見做され得
る。開示するシステムは、この余剰スプレーを無駄にすることなく回収して再利用するこ
とができる。開示する実施例は、ゴルフボールにコーティングを施すのに使用されるシス
テムを示すが、このシステムは、様々な種類の対象物にコーティングを施すのに使用され
得る。例えば、本システムは、自動車部品にコーティングを施すのに使用され得る。
【００１１】
　開示する実施例は、ゴルフボールに塗料をコーティングするのに使用されるシステムを
示しているが、このシステムで使用されるコーティング材料は、様々な種類のコーティン
グ材料を含み得る。例えば、このシステムでは、保護コーティングまたは他の種々のコー
ティング材料が使用され得る。コーティング材料は、液体および／または粉末の形態であ
ってもよい。いくつかの実施例においては、コーティング材料は、揮発性有機化合物（Ｖ
ＯＣｓ）を含む。コーティング材料は、シクロヘキサン、シクロアルケン、水、脂肪族炭
化水素、酢酸エチル、グリコールエーテル、アセトンまたは他の周知の溶媒を含む様々な
溶媒に溶解し得る。
【００１２】
　図１の実施例においては、対象物に噴霧しかつ余剰スプレーを再利用するために回収す
るシステム１００が示されている。システム１００は、概して、噴霧される対象物を収容
するハウジングと、対象物を支持するホルダと、対象物へコーティング材料を吐出する吐
出デバイスと、余剰スプレーを回収および／または処理する容器と、再利用されるべき余
剰スプレーを導くコンジットおよび流量調整器と、を備える。
【００１３】
　ハウジングは、種々の型式の閉鎖空間を含み得る。図１～３に示されるように、いくつ
かの実施例においては、ハウジングは、ブース１０２であってもよい。図２は、ブース１
０２内を示す平面図である。ブース１０２は、天井１２９、床１３０、第１の壁１３１、
第２の壁１３３、第３の壁１３４および第４の壁２３６によって閉鎖され得る。図３は、
第１の壁１３１および第４の壁２３６を有するブース１０２の斜視図であり、ブース１０
２内が透けて見えるようになっている。ブース１０２は、（蓄積して重くなった）余剰ス
プレーが床１３０内のブースドレイン１２８へ向かって流れ落ちるように導く傾斜壁１３
２を備え得る。図１および図３に示されるように、傾斜壁１３２は、一方の端部が天井１
２９に接続され、他方の端部が床１３０に接続されている。角度β（天井１２９と傾斜壁
１３２の一方の端部とがなす角度）は、直角であるとよい。いくつかの実施例においては
、角度β＜９０°である。角度α（床１３０と傾斜壁１３２の他方の端部とがなす角）は
、α＜９０°であるとよい。いくつかの実施例においては、角度α＝９０°である。傾斜
壁１３２は、床１３０に近づくほど曲がりが大きくなるような曲率半径Ｒを有する。いく
つかの実施例においては、傾斜壁１３２は、曲率半径がゼロで、平坦になっている。
【００１４】
　図１～図３に示されるように、ブース１０２は、傾斜壁１３２、第２の壁１３３、天井



(6) JP 5898570 B2 2016.4.6

10

20

30

40

50

１２９の一部および床１３０の一部によって閉鎖された小部屋（コンパートメント）１３
９を含み得る。後述するように、小部屋１３９は、ポンプ１３８およびチューブ１４２を
収容し得る。いくつかの実施例においては、小部屋１３９は、システム１００の他の構成
要素を収容し得る。例えば、小部屋１３９は、ブース１０２内で使用される構成要素の交
換部品を収容し得る。いくつかの実施例においては、第２の壁１３３がなく、ブースは、
第２の壁１３３の代わりに傾斜壁１３２によって閉鎖されている。いくつかの実施例にお
いては、ブース１０２は、複数の傾斜壁を含み得る。例えば、ブース１０２の第１の側壁
１３４と第２の側壁２３６が共に傾斜壁であってもよい。他の例においては、すべての壁
が湾曲している。例えば、図４に示される一実施例においては、ブース４０２は、途切れ
なく湾曲している壁４３１と湾曲床４３０とによって全体的に形成されていて、ブース４
０２がほぼ球形の形状になっている。床４３０は、該床４３０の最低点に配置されたドレ
イン４２８の周囲で湾曲しているとよい。
【００１５】
　図１～図３に示される、天井１２９、床１３０、第１の壁１３１、第２の壁１３３、第
３の壁１３４、第４の壁２３６および傾斜壁１３２は、金属材料、ガラス材料またはプラ
スチック材料などの当技術分野で周知の種々の材料から製造され得る。いくつかの実施例
においては、床１３０および天井１３５を含む、ブース１０２の１つまたは複数の壁は、
互いに異なる材料で製造され得る。例えば、第１の壁１３１が金属で製造される一方で、
第２の壁２３４がプラスチックで製造され得る。いくつかの実施例においては、床１３０
および天井１３５を含む１つまたは複数のブース１０２の壁は、透明につくられていて、
ブース１０２の外側からブース１０２の内側が見えるようになっている。いくつかの実施
例においては、ブース１０２の１つまたは複数の壁が、コーティング材料と不相溶の種々
の周知の材料から形成されていて、コーティング材料が壁にくっ付かない。例えば、傾斜
壁１３２は、シリコンから形成されている。いくつかの実施例においては、ブース１０２
の１つまたは複数の壁は、非粘着性コーティングを含み得る。例えば、床１３０および傾
斜壁１３２は、非粘着性コーティングを含み得る。非粘着性コーティングは、コーティン
グ材料と不相溶の種々の周知の材料を含み得る。例えば、非粘着性コーティングとしては
、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）やシリコンがある。いくつかの実施例におい
ては、ブース１０２は、該ブース１０２を床よりも高い位置まで持ち上げる脚１０４を備
える。
【００１６】
　いくつかの実施例においては、ブース１０２は、透明な窓を備え、この窓を通して、ブ
ース１０２の外側からブース１０２の内側が監視されるようになっている。この透明な窓
は、ガラスやプラスチックを含む種々の周知の材料からなるものとすることができる。い
くつかの実施例においては、ブース１０２は、該ブース１０２の外側からブース１０２内
へ空気が流入することを可能にする換気システムを備える。ブース１０２は、該ブース１
０２内へのアクセスを可能にするポートやドアを備え得る。例えば、ポンプ１３８とチュ
ーブ１４２へのアクセスを可能にするドアが、第２の壁１３３に設けられている。いくつ
かの実施例においては、コーティング材料がＶＯＣｓから形成されていて、ＶＯＣｓが揮
発することを防ぐために、ブースが密閉され得る。いくつかの実施例においては、内部空
間の環境が汚染されることを回避するために、ブース１０２が密閉され得る。いくつかの
実施例においては、ブース１０２は、噴霧条件を制御するために、密閉され得る。
【００１７】
　上述したように、本システムは、対象物へ向けてコーティング材料を吐出する吐出デバ
イスを備え得る。この吐出デバイスは、流体を吐出することができる種々の周知の型式の
デバイスとすることができる。例えば、吐出デバイスは、霧吹き器ないし噴霧器とするこ
とができる。図１の実施例に示されるように、吐出デバイスは、スプレー銃１０６とする
ことができる。スプレー銃１０６は、対象物にコーティング材料を噴霧するためのスプレ
ー銃ノズル１０８を有し得る。スプレー銃１０６は、スプレー銃チューブ１９０と流体的
に連通した状態になり得る。以下に詳細に説明するように、スプレー銃チューブ１９０は
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、スプレー銃１０６と、コーティング材料の供給路とを流体的に連通した状態にし得る。
スプレー銃１０６は、該スプレー銃１０６を床上に位置決めするスプレー銃スタンド１０
７を備え得る。スプレー銃１０６は、スプレー銃スタンド１０７に可動となるように接続
され得る。スプレー銃１０６は、該スプレー銃１０６が対象物に噴霧するときに前後に及
び／または上下に動くように構成されている。このように動くことは、対象物に均一なコ
ーティング材料の層をコーティングすることを支援し得る。いくつかの実施例においては
、複数の吐出デバイスが使用され得る。例えば、システム１００は、ブース１０２内の様
々な位置に、２つまたは３つのスプレー銃を備え得る。
【００１８】
　上述したように、本システムは、噴霧されるべき対象物を保持するホルダを備え得る。
ホルダは、種々の周知の型式のホルダとすることができる。例えば、ホルダは、ハウジン
グの床上に位置決めされたスタンドに載っているクレードルとしてもよいし、ハウジング
の天井から吊り下がっているクランプとしてもよい。図１の実施例に示されるように、ホ
ルダは、ブース１０２内に配置されたスピンドル１１０とされ得る。スピンドル１１０は
、床１３０上に該スピンドル１１０を位置決めするスピンドルスタンド１１３を含み得る
。スピンドル１１０は、スピンドルスタンド１１３に可動となるように接続され得る。
【００１９】
　いくつかの実施例においては、システム１００は、ゴルフボールに塗料をコーティング
するように構成されている。従って、スピンドル１１０は、ゴルフボール１１２を受ける
ように構成され得る。スピンドル１１０は、ゴルフボール１１２を受けるように構成され
たフィンガ１１１を有し得る。スピンドル１１０は、スプレー銃ノズル１０８の前方にゴ
ルフボール１１２を保持するように位置決めされ得る。図１および図２に示されるように
、この位置決めによって、スプレー銃ノズル１０８から噴出する塗料の軌道１０９内にゴ
ルフボール１１２が配置され、これによって、スプレー銃１０６がゴルフボール１１２に
塗料を噴霧することが可能となる。いくつかの実施例においては、対象物に材料をコーテ
ィングし易くするために、ホルダは、対象物を回転ないし動かすように構成されている。
例えば、ゴルフボール１１２に均一な塗料のコーティングを施し易くするために、スピン
ドル１１０は、スタンド１１３の長手方向軸を中心としてゴルフボール１１２を回転させ
るように構成されている。いくつかの実施例においては、スピンドル１１０およびスピン
ドルスタンド１１３は、チェーンコンベアシステム内に位置決めされている。チェーンコ
ンベアシステムは、１０セット～１５０セットのスピンドルおよびスピンドルスタンドを
備え得る。
【００２０】
　多孔性材料は、噴霧される対象物に隣接して配置され得る。多孔性材料は、吐出デバイ
スとは反対の側に位置決めされ得る。多孔性材料は、余剰スプレーの一部が該多孔性材料
を通流できるようにしつつも、余剰スプレーを捕捉することができる種々の周知の材料か
ら形成され得る。例えば、多孔性材料としては、スクリーン、フィルタ、穿孔された金属
のシートを含む。図１の実施例に示されるように、システム１００は、スプレー銃１０６
がゴルフボール１１２に噴霧するときに余剰スプレーを捕捉するように、ゴルフボール１
１２と傾斜壁１３２との間に配置された、第１のネット１１４、第２のネット１１６およ
び第３のネット１１８を有し得る。第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３
のネット１１８は、また、噴霧された塗料の空圧を低減することができる。第１のネット
１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１８は、長方形のネットとすることが
できる。いくつかの実施例においては、ネットは、他の形状としてもよい。例えば、いく
つかの実施例においては、ネットは、幅広の上部を有し、底部へ向かって幅が狭くなる。
そのような形状は、ネットによって捕捉された余剰スプレーをネット下の中央の位置の方
向へ導くことを助ける。図６～図９に示される実施例においては、ネットが幅広の上部を
有し、ネットの底部へ向かって幅が狭くなっている。図６に示されるネットにおいては、
上部から底部へ向かって幅が狭くなっている。図７に示される三角形のネット７１４は、
該三角形のネット７１４を基部７２６に繋いでいる脚７２０を備えている。図８に示され
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るネット８１４は、中央部から底部へ向かって幅が狭くなっており、該ネット８１４を基
部８２６へ繋いでいる脚８２０を備えている。図９に示されるネット９１４は、上部から
中央部へ向かって幅が広くなり、中央部から底部へ向かって幅が狭くなっている。脚９２
０が、ネット９１４と基部９２６とを繋いでいる。
【００２１】
　図１に戻ると、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１８は
、ブース１０２内で垂直に立っている。いくつかの実施例においては、これらのネットは
、床１３０に対してある角度となるように位置決めされている。図１に示される実施例に
よると、システム１００は、３枚のネットを備え得る。しかし、他の実施例においては、
本システムは、様々な枚数のネットを備え得る。例えば、一実施例においては、本システ
ムは、１枚のネットを備える。図５および図６に示される他の実施例においては、本シス
テムは、５枚のネットを備える。しかし、他の実施例においては、システムは、１０枚の
ネットを備える。
【００２２】
　ネットの孔の寸法は、様々なファクタに基づいて選択され得る。例えば、孔の寸法は、
ネットの数、使用されるコーティング材料の種類、再利用されるべきコーティング材料の
割合、あるいはコーティングされる対象物の種類に基づいて選択され得る。図１～図３の
実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１８
の各々は、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの範囲の孔の寸法を有し得る。いくつかの実施例にお
いては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１８のすべてが
、同じ孔の寸法を有する。他の実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１
１６および第３のネット１１８は、互いに異なる孔の寸法を有する。例えば、第１のネッ
ト１１４が５ｍｍの孔の寸法を有する一方で、第２のネット１１６は、２ｍｍの孔の寸法
を有し、第３のネット１１８は、０．５ｍｍの孔の寸法を有する。他の実施例においては
、第１のネット１１４の孔の寸法は、第２のネット１１６の孔の寸法よりも大きく、第２
のネット１１６の孔の寸法は、第３のネット１１８の孔の寸法よりも大きい。
【００２３】
　いくつかの実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３の
ネット１１８のうちの１つまたは複数に、該ネット上に塗料が蓄積するのを防ぐことによ
って該ネットの洗浄を容易にする非粘着性コーティングが施されている。例えば、第１の
ネット１１４および第２のネット１１６に、非粘着性コーティングが施されている。非粘
着性コーティングは、コーティング材料と不相溶の種々の周知の材料を含み得る。例えば
、非粘着性コーティングとしては、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）やシリコン
がある。いくつかの実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および
第３のネット１１８は、該第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット
１１８に余剰スプレーが蓄積した後、溶媒を使って洗浄され及び／または交換される。
【００２４】
　ネット間の距離は、様々なファクタに基づいて設定され得る。例えば、孔の寸法、ネッ
トの数、使用されるコーティング材料の種類、再利用されるべきコーティング材料の割合
、あるいはコーティングされる対象物の種類に基づいて設定され得る。図１の実施例にお
いては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１８は、約０．
５ｃｍ～約１０ｃｍの範囲内にある。いくつかの実施例においては、第１のネット１１４
、第２のネット１１６および第３のネット１１８は、互いに等間隔に配置されている。他
の実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３のネット１１
８は、様々な間隔に配置されている。例えば、第１のネット１１４が第２のネット１１６
から５ｃｍ離れた位置にある一方で、第３のネット１１８は、第２のネット１１６から１
ｃｍ離れた位置にある。いくつかの実施例においては、第１のネット１１４と第２のネッ
ト１１６との間の距離は、第２のネット１１６と第３のネット１１８との間の距離よりも
大きい。これらの距離を維持し易くするために、第１のネット１１４、第２のネット１１
６および第３のネット１１８は、共通の基部１２６に接続されている。第１のネット１１
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４は、該第１のネット１１４を共通の基部１２６に繋いでいる第１の脚１２０を備え得る
。他のネットを取り外しおよび／または交換することなく、第１のネットを取り外しおよ
び／または交換できるように、第１のネット１１４は、第１の脚１２０または共通の基部
１２６に取り外し可能に取り付けられ得る。第２のネット１１６は、該第２のネット１１
６を共通の基部１２６に繋いでいる第２の脚１２２を備え得る。他のネットを取外しおよ
び／または交換することなく、第２のネット１１６を取り外しおよび／または交換できる
ように、第２のネット１１６は、第２の脚１２２または共通の基部１２６に取り外し可能
に取り付けられ得る。第３のネット１１８は、該第３のネット１１８を共通の基部１２６
に繋いでいる第３の脚１２４を備え得る。他のネットを取外しおよび／または交換するこ
となく、第３のネット１１８を取り外しおよび／または交換できるように、第３のネット
１１８は、第３の脚１２４または共通の基部１２６に取り外し可能に取り付けられ得る。
【００２５】
　いくつかの実施例においては、共通の基部は、傾斜した形状を有し得る。図５および図
６に示されるシステム５００の一実施例においては、共通の基部５２６がブースドレイン
５２８へ向かって傾斜していて、この傾斜した形状によって、（蓄積して重くなった）余
剰スプレーが床５３０内のブースドレイン５２８へ向かって流れ落ちるように導かれる。
第１のネット５１４は、該第１のネット５１４を共通の基部５２６に繋いでいる第１の脚
５２０を備え得る。他のネットを取り外しおよび／または交換することなく、第１のネッ
ト５１４を取り外しおよび／または交換できるように、第１のネット５１４は、第１の脚
５２０または共通の基部５２６に取り外し可能に取り付けられ得る。第２のネット５１５
は、該第２のネット５１５を共通の基部５２６に繋いでいる第２の脚５２１を備え得る。
他のネットを取り外しおよび／または交換することなく、第２のネット５１５を取り外し
および／または交換できるように、第２のネット５１５は、第２の脚５２１または共通の
基部５２６に取り外し可能に取り付けられ得る。第３のネット５１６は、該第３のネット
５１６を共通の基部５２６に繋いでいる第３の脚５２２を備え得る。他のネットを取り外
しおよび／または交換することなく、第３のネット５１６を取り外しおよび／または交換
できるように、第３のネット５１６は、第３の脚５２２または共通の基部５２６に取り外
し可能に取り付けられ得る。第４のネット５１７は、該第４のネット５１７を共通の基部
５２６に繋いでいる第４の脚５２３を備え得る。他のネットを取り外しおよび／または交
換することなく、第４のネット５１７を取り外しおよび／または交換できるように、第４
のネット５１７は、第４の脚５２３または共通の基部５２６に取り外し可能に取り付けら
れ得る。第５のネット５１８は、該第５のネット５１８を共通の基部５２６に繋いでいる
第５の脚５２４を備え得る。他のネットを取り外しおよび／または交換することなく、第
５のネット５１８を取り外しおよび／または交換できるように、第５のネット５１８は、
第５の脚５２４または共通の基部５２６に取り外し可能に取り付けられ得る。
【００２６】
　図１に戻ると、いくつかの実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１
６および第３のネット１１８は、個別の基部上に配置されている。いくつかの実施例にお
いては、スプレー銃１０６と諸ネットとの距離を維持するように、スプレー銃スタンド１
０７が共通の基部１２６に接続されている。共通の基部１２６に取り付けられているすべ
ての構成要素を取り外しおよび／または交換することなく、スプレー銃１０６を取り外し
および／または交換できるように、スプレー銃１０６は、スプレー銃スタンド１０７また
は共通の基部１２６に取り外し可能に取り付けられ得る。いくつかの実施例においては、
スピンドルスタンド１１３は、スピンドル１１０と諸ネットとの間の距離を維持するよう
に、共通の基部１２６に接続されている。共通の基部１２６に取り付けられた構成要素の
すべてを取り外しおよび／または交換することなく、スピンドル１１０を取り外しおよび
／または交換できるように、スピンドル１１０は、スピンドルスタンド１１３または共通
の基部１２６に取り外し可能に取り付けられ得る。
【００２７】
　いくつかの実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３の
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ネット１１８は、ブース１０２の床１３０に直接的に接続されている。図４に示される一
実施例においては、第１のネット４１４、第２のネット４１６および第３のネット４１８
は、床４３０に直接的に接続されている。図１～図３の実施例と同様に、図４の実施例は
、対象物にコーティングを施すためのスプレー銃ノズル４０８を有するスプレー銃４０６
を備え得る。スプレー銃４０６は、スプレー銃チューブ４９０と流体的に連通し得る。ス
プレー銃チューブ４９０を介して、スプレー銃４０６とコーティング材料の供給路とが流
体的に連通し得る。スプレー銃４０６は、床４３０上に該スプレー銃４０６を位置決めす
るスプレー銃スタンド４０７を備え得る。本システムは、対象物を保持するスピンドル４
１０を含み得る。スピンドル４１０は、スプレー銃ノズル４０８の前に該スピンドル４１
０を位置決めするスピンドルスタンド４１３を備え得る。スピンドル４１０は、ゴルフボ
ール４１２を受けるように構成されたフィンガ４１１を備え得る。第１のネット４１４、
第２のネット４１６および第３のネット４１８は、スプレー銃スタンド４０７とは反対の
位置になるように、スピンドルスタンド４１３に隣接し得る。第１のネット４１４は、該
第１のネット４１４を床４３０に接続している第１の脚４２０を含み得る。第１のネット
４１４を取り外しおよび／または交換できるように、第１のネット４１４は、第１の脚４
２０または床４３０に取り外し可能に取り付けられ得る。第２のネット４１６は、該第２
のネット４１６を床４３０に接続している第２の脚４２２を含み得る。第２のネット４１
６を取り外しおよび／または交換できるように、第２のネット４１６は、第２の脚４２２
または床４３０に取り外し可能に取り付けられ得る。第３のネット４１８は、該第３のネ
ット４１８を床４３０に接続している第３の脚４２４を備え得る。第３のネット４１８を
取り外しおよび／または交換できるように、第３のネット４１８は、第３の脚４２４また
は床４３０に取り外し可能に取り付けられ得る。
【００２８】
　いくつかの実施例においては、第１のネット１１４、第２のネット１１６および第３の
ネット１１８は、カートリッジ内に設けられていて、このカートリッジが、ブース１０２
内に設けられたスロット内へスライドする。そのようなカートリッジの各々は、単一のま
たは複数のネットを有し得る。図１０に示される一実施例においては、各ネットが、基部
１０２６に設けられたスロット内へスライドするカートリッジを有する。基部１０２６は
、第１のスロット１０２０、第２のスロット１０２２および第３のスロット１０２４を有
し得る。第１のスロット１０２０は、第１のネット１０１４を受けることができる。第２
のスロット１０２２は、第２のネット１０１６を受けることができる。第３のスロット１
０２４は、第３のネット１０１８を受けることができる。いくつかの実施例においては、
スロットは、ブースの床および／または天井に形成されている。
【００２９】
　上述したように、小部屋１３９は、ポンプ１３８を収容し得る。ポンプ１３８は、チュ
ーブ１４２に接続され得る。チューブ１４２は、溶媒の源と流体的に連通し得る。溶媒は
、種々の周知の溶媒とすることができる。例えば、溶媒としては、シクロヘキサン、シク
ロアルケン、水、脂肪族炭化水素、酢酸エチル、グリコールエーテル、アセトン、または
種々の他の周知の溶媒がある。溶媒は、６５℃よりも高い沸点を有するとよい。溶媒は、
本システムで使用されるコーティング材料の特性に基づいて選択され得る。例えば、溶媒
は、コーティング材料を溶かす溶媒とすることができる。図１に示されるように、溶媒は
、ブース１０２の下に配置された溶媒タンク１４４内に用意され得る。チューブ１４２は
、溶媒タンク１４４と流体的に連通し得る。ポンプ１３８は、傾斜壁１３２に隣接して配
置されたノズル１４０を備え得る。ノズル１４０は、傾斜壁１３２上へ溶媒を吐出するよ
うに構成され得る。塗料がスプレー銃１０６から出て空気中を飛んでいるとき、塗料中の
溶媒が気化することによって、塗料が乾燥する。傾斜壁１３２上で乾燥した余剰スプレー
を溶かすために、ポンプは、溶媒タンク１４４から傾斜壁１３２上へ溶媒を圧送し、こう
して、余剰スプレーの粘性を小さくし、余剰スプレーがブースドレイン１２８へ向かって
流れ落ちることを促す。いくつかの実施例においては、ポンプ１３８は、傾斜壁１３２上
へ溶媒を吐出させ続ける。いくつかの実施例においては、ポンプ１３８は、設定された間
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隔でポンプ１３８を起動させるようにプログラミングされたコントローラに接続されてい
る。例えば、ポンプ１３８は、５分毎に起動される。他の実施例においては、ポンプ１３
８は、スプレー銃１０６が噴霧しているときの任意の時刻に起動される。いくつかの実施
例においては、オペレータがポンプ１３８を起動させることができる。例えば、オペレー
タが、噴霧プロセスを監視し、余剰スプレーが傾斜壁１３２上に蓄積し始めているときに
ポンプ１３８を起動させてもよい。いくつかの実施例においては、ポンプ１３８は、傾斜
壁１３２上に余剰スプレーが蓄積したときを検知するように構成された少なくとも１つの
センサを備える閉ループシステムに接続され得る。そのような実施例においては、傾斜壁
１３２上に余剰スプレーが蓄積したことを少なくとも１つのセンサが検知したときにポン
プ１３８を起動させるコントローラをさらに備えている。
【００３０】
　いくつかの実施例においては、本システムは、壁へ向けて溶媒を吐出する複数のポンプ
を備える。例えば、図４に示されるように、本システムは、壁４３１に隣接して配置され
たノズルを有する３つのポンプを備える。第１のノズル４４０は、スプレー銃４０６のス
プレー銃ノズル１０８とは反対側に配置され得る。第２のノズル４４１と第３のノズル４
４３は、第１のノズル４４０と同じ側に配置され得る。ポンプとノズルをどこに位置決め
するかは、様々なファクタに基づいて選択され得る。例えば、ポンプの位置決めは、コー
ティング材料の経路に基づいてなされる。ポンプとノズルの位置決めは、さらに様々なフ
ァクタに基づいて選択され得る。例えば、ポンプの数量は、使用される種々のコーティン
グ材料や溶媒の種類に基づいて選択される。
【００３１】
　いくつかの実施例においては、ネットで捕捉された余剰スプレーの粘性を小さくする溶
媒が、該ネットから吐出される。例えば、図５および図６に示されるように、第１のネッ
ト５１４、第２のネット５１５、第３のネット５１６、第４のネット５１７および第５の
ネット５１８の各々が、チューブ５５１を介して溶媒の源に接続されている。溶媒の源は
、溶媒で満たされたタンク５４９として、ブース５０２の天井５２９の上に配置され得る
。タンク５４９は、天井５２９の上以外の位置に配置される場合もある。例えば、タンク
５４９は、ブースの内側、ブースの下、またはブースの隣に配置される。溶媒は、種々の
周知の溶媒を含み得る。例えば、溶媒としては、シクロヘキサン、シクロアルケン、水、
脂肪族炭化水素、酢酸エチル、グリコールエーテル、アセトン、あるいは種々の他の周知
の溶媒がある。溶媒は、６５℃よりも高い沸点を有するとよい。溶媒は、本システムによ
って使用されるコーティング材料の特性に基づいて選択され得る。例えば、溶媒は、コー
ティング材料を溶かす溶媒とすることができる。第１のネット５１４、第２のネット５１
５、第３のネット５１６、第４のネット５１７および第５のネット５１８は、これらのネ
ットのフレーム内に配置された複数の開口５５３を有し得る。溶媒は、タンク５４９から
ネットのフレーム内へ分注され得る。そして、溶媒は、開口５５３からネット上へ吐出さ
れ得る。溶媒がネットに沿って流れ落ちるときに、乾燥していた余剰スプレーが、溶媒に
よって溶けて再び流れるようになり、ネットに沿って流れ落ちる。こうして、溶媒は、余
剰スプレーがネット上に蓄積することを防ぐことおよび／またはネットから余剰スプレー
を洗い流すことに寄与し得る。
【００３２】
　上述したように、本システムは、余剰スプレーの回収用および／または処理用の容器を
備え得る。図１に戻ると、容器は、余剰スプレー回収タンク１４６とすることができる。
余剰スプレー回収タンク１４６は、ブース１０２の床下に配置することができる。ブース
ドレイン１２８は、余剰スプレー回収タンク１４６へ開口していて、余剰スプレーおよび
／または溶媒がブース１０２から余剰スプレー回収タンク１４６内へ排出されるようにな
っているとよい。余剰スプレー回収タンク１４６の内壁１４７は、該内壁１４７に再利用
塗料がくっ付かないように、非粘着性の表面を有するようにコーティングが施されている
とよい。非粘着性コーティングは、コーティング材料と不相溶の種々の周知の材料とする
ことができる。例えば、非粘着性コーティングとしては、ポリテトラフルオロエチレン（
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ＰＴＦＥ）やシリコンがある。以下に詳細に説明するように、余剰スプレー回収タンク１
４６は、スプレー銃１０６用の塗料の源として提供され得る。
【００３３】
　上述したように、噴霧プロセス全体に亘って、溶媒が気化しがちであるため、塗料に粘
性が生じる。従って、溶媒を添加して再利用塗料の粘性を小さくすることによって、再利
用塗料の特性を新規塗料の特性と同様にする。ポンプ１４８が、余剰スプレー回収タンク
１４６内へ開口しているノズル１５０を備えて配置されている。ポンプ１４８は、溶媒の
源と流体的に連通しているチューブ１５２と接続され得る。いくつかの実施例においては
、溶媒の源は、ポンプ１４８のみで使用されるように指定されている。図１に示される他
の実施例においては、溶媒タンク１４４は、ポンプ１３８とポンプ１４８の両方で使用さ
れるように指定されている。チューブ１５２は、溶媒タンク１４４と流体的に連通し得る
。流量計１５４が、余剰スプレー回収タンク１４６内に配置され得る。例えば、流量計１
５４が、余剰スプレー回収タンク１４６の底部にある再利用塗料用ドレイン１６２に隣接
して配置され得る。再利用塗料用ドレイン１６２に流量計１５４を近接させることは、様
々なファクタに基づいて選択され得る。例えば、再利用塗料用ドレイン１６２に流量計１
５４を近接させることは、使用されるコーティング材料の特性、余剰スプレー回収タンク
１４６の温度、または流量計１５４の能力に基づいて選択され得る。いくつかの実施例に
おいては、流量計１５４は、再利用塗料用ドレイン１６２の真上に配置される。
【００３４】
　流量計１５４は、余剰スプレー回収タンク１４６内の流体の体積流量を測定することが
できる。この測定値は、余剰スプレー回収タンク１４６内に存在している再利用塗料の粘
性を指示し得る。閉ループシステムを提供するために、電子ポンプコントローラ１５８が
、ワイヤ１６０を介して、流量計１５４およびポンプ１４８と電気的に接続され得る。流
量計１５４によって測定された体積流量を指示する信号が、電子ポンプコントローラ１５
８へ通信され得る。体積流量が所定の限界値よりも小さいことを信号が指示したとき、電
子ポンプコントローラ１５８は、ポンプ１４８を起動して余剰スプレー回収タンク１４６
へ溶媒を添加させて、余剰スプレー回収タンク１４６内に存在している再利用塗料の粘性
を小さくすることができる。
【００３５】
　いくつかの実施例においては、電子ポンプコントローラ１５８の代わりに、人が、流量
計１５４から測定値を読み、体積流量が所定の限界値よりも小さいときにポンプ１４８を
起動させる。他の実施例においては、流量計１５４とポンプ１４８とが互いに機械的に連
結されている。この接続がなされていることで、体積流量が所定の限界値よりも小さいこ
とを流量計１５４の機械的出力が指示したとき、ポンプ１４８が起動することが可能とな
る。
【００３６】
　上述したように、本システムは、再利用されるべき余剰スプレーを導くコンジットを備
え得る。図１に示されるように、コンジットの一つとしては、再利用塗料用チューブ１６
６がある。余剰スプレー回収タンク１４６から再利用塗料を引き出すために、再利用塗料
用チューブ１６６と再利用塗料用ドレイン１６２とが流体的に連通しているとよい。再利
用塗料が余剰スプレー回収タンク１４６から引き出されるときに、再利用塗料から乾燥し
た塗料および種々の他の塵や汚染物の粒子を濾別するために、フィルタ１６４が、再利用
塗料用ドレイン１６２に隣接して配置されているとよい。
【００３７】
　本システムは、新規塗料を蓄える容器を備え得る。図１に示されるように、この容器は
、新規塗料用タンク１６８とすることができる。新規塗料用タンク１６８は、もう一つの
スプレー銃１０６用塗料源を提供するものとして、ブース１０２の下に配置され得る。新
規塗料用タンク１６８の内壁１６９は、該内壁１６９に新規塗料がくっ付かないように、
非粘着性の表面を有するようにコーティングされているとよい。この非粘着性コーティン
グは、新規塗料と不相溶の種々の周知の材料とすることができる。例えば、非粘着性コー
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ティングとしては、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）やシリコンがある。本シス
テムの他のコンジットとしては、新規塗料用チューブ１７０がある。新規塗料用チューブ
１７０は、新規塗料用タンク１６８内に配置されていて、新規塗料を引き出すために使用
され得る。新規塗料は、スプレー銃ノズル１０８から噴霧される前に、再利用塗料と混合
され得る。
【００３８】
　上述したように、本システムは、再利用されるべき余剰スプレーを導く流量調整器を備
え得る。図１に示されるように、流量調整器は、誘導弁１７２を備え得る。新規塗料用チ
ューブ１７０と再利用塗料用チューブ１６６とが、誘導弁１７２によって接続され得る。
誘導弁１７２は、第１の入口１７４、第２の入口１７６および出口１７８を有し得る。再
利用塗料用チューブ１６６は、第１の入口１７４に接続され、新規塗料用チューブ１７０
は、第２の入口１７６に接続され得る。
【００３９】
　本システムの他のコンジットとしては、ポンプチューブ１８０がある。ポンプチューブ
１８０は、一端部で出口１７８と接続し、第２の端部でポンプ１８２と接続され得る。ポ
ンプ１８２は、新規塗料用チューブ１７０内を流れるように新規塗料を圧送するとともに
、再利用塗料用チューブ１６６内を流れるように再利用塗料を圧送する。誘導弁１７２は
、再利用塗料が新規塗料用チューブ１７０に流入することを防ぐとともに新規塗料が再利
用塗料用チューブ１６６に流入することを防ぐ誘導弁エレメント１８８を有し得る。また
、誘導弁エレメント１７２の位置を決めることによって、余剰スプレー回収タンク１４６
と新規塗料用タンク１６８から流出する流量を制御することができる。再利用塗料および
新規塗料は、出口１７８において混合され、ポンプチューブ１８０内へ流入し得る。ポン
プ１８２は、この混合物を、スプレー銃チューブ１９０を通してスプレー銃１０６まで圧
送し得る。
【００４０】
　本システムの他の流量調整器は、弁１８４を備え得る。弁１８４は、再利用塗料用チュ
ーブ１６６内において、再利用塗料用ドレイン１６２と第１の入口１７４との間に配置さ
れ得る。弁１８４は、該弁１８４の開口の大きさを制御する電子弁コントローラ１８６に
接続され得る。電子弁コントローラ１８６は、ポンプ１８２によって圧送されて新規塗料
と混合される再利用塗料の量を調節する弁１８４を制御することができる。ポンプ１８２
によって圧送されて新規塗料と混合される再利用塗料の量は、再利用塗料／新規塗料の（
重量部の）比に基づいて決めることができる。再利用塗料／新規塗料の比は、約２０：８
０～８０：２０の範囲内にされ得る。再利用塗料／新規塗料の比は、様々なファクタに依
存し得る。比は、例えば、再利用塗料の粘性つまり平均の粘性に影響を及ぼし得る温度や
他のファクタに依存し得る。
【００４１】
　いくつかの実施例においては、ポンプ１８２によって圧送されて新規塗料と混合される
再利用塗料の量を調節する弁１８４の開口の大きさが、電子弁コントローラ１８６の代わ
りに、人の手によって制御される。他の実施例においては、弁１８４は、ポンプ１８２に
よって圧送されて新規塗料と混合される再利用塗料の量が自動調整されるように機械的に
構成されている。
【００４２】
　一実施例においては、システム１００を使用する方法は、新規塗料用タンク１６８から
スプレー銃ノズル１０８を通してゴルフボール１１２へ向けて塗料を圧送するポンプ１８
２を備えている。余剰スプレー回収タンク１４６が空であるときには、吸引される塗料の
すべてが新規塗料用タンク１６８からのものとするために、誘導弁エレメント１８８が新
規塗料用チューブ１７０へ全開するように揺動し得る。余剰スプレー回収タンク１４６が
再利用塗料を蓄えていて弁１８４が開いているときには、新規塗料用タンク１６８と余剰
スプレー回収タンク１４６の両方から塗料が吸引されるように、誘導弁エレメント１８８
が位置決めされ得る。スプレー銃ノズル１０８から塗料が噴霧されているとき、ゴルフボ
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ール１１２にコーティングが施されつつ、第１のネット１１４、第２のネット１１６およ
び第３のネット１１８が余剰スプレーを捕捉することができる。第１のネット１１４、第
２のネット１１６および第３のネット１１８によって捕捉されなかった余剰スプレーは、
傾斜壁１３２を滑り落ちて、ブースドレイン１２８を通って、余剰スプレー回収タンク１
４６内へ回収される。噴霧プロセスを介して乾燥していた塗料の粘性を改善するために、
ポンプ１３８が、溶媒タンク１４４から傾斜壁１３２上へ溶媒を圧送し、これによって、
余剰スプレーがブースドレイン１２８へ流れ落ちることが促進され得る。
【００４３】
　余剰スプレー回収タンク１４６内の再利用塗料が流量計１５４を過ぎてドレインへ向か
うときに、流量計１５４は、再利用塗料の体積流量を測定することができる。流量計１５
４は、体積流量を指示する信号を電子ポンプコントローラ１５８へ送ることができる。体
積流量が所定の限界値よりも小さいことを信号が指示したとき、電子ポンプコントローラ
１５８は、ポンプ１４８を起動して余剰スプレー回収タンク１４６へ溶媒を添加させて、
余剰スプレー回収タンク１４６内に存在している再利用塗料の粘性を小さくすることがで
きる。体積流量が所定の限界値より大きくなったことを示す信号が流量計１５４によって
電子ポンプコントローラ１５８へ送られるまで、ポンプ１４８が余剰スプレー回収タンク
１４６へ溶媒を添加し続けるようにしてもよい。上述したように、電子ポンプコントロー
ラ１５８の代わりに、人が、流量計１５４からの測定値を読み、体積流量が所定の限界値
よりも小さくなったときにポンプ１４８を起動させてもよい。他の実施例においては、流
量計１５４とポンプ１４８とが、互いに機械的に連結されている。この接続がなされてい
ることで、体積流量が所定の限界値よりも小さいことを流量計１５４の機械的出力が指示
したときに、ポンプ１４８が起動され得る。
【００４４】
　再利用塗料が余剰スプレー回収タンク１４６から引き出されるとき、フィルタ１６４が
、再利用塗料から、塗料と種々の他の粒子とを濾別することができる。弁１８４および電
子弁コントローラ１８６は、再利用塗料／新規塗料の比に基づいて、余剰スプレータンク
１４６から引き出される再利用塗料の量を調節することができる。上述したように、ポン
プ１８２によって圧送されて新規塗料と混合される再利用塗料の量を調節する弁１８４の
開口の大きさが、電子弁コントローラ１８６の代わりに、人の手によって制御される場合
もある。他の実施例においては、弁１８４が、ポンプ１８２によって圧送されて新規塗料
と混合される再利用塗料の量を自動的に調節するように機械的に構成されている。
【００４５】
　本発明の様々な実施例について説明したが、上述した説明は、例示することを意図し、
限定することを意図していない。本発明の範囲を逸脱することなく、さらに多くの実施の
形態および適用が可能であることが当業者に明らかとなろう。従って、本発明は、添付の
特許請求の範囲およびこれの均等物に照らすこと以外によって制限されない。さらには、
添付の特許請求の範囲内において、様々な変更や変形がなされ得る。
【符号の説明】
【００４６】
　１００…システム
　１０２…ブース
　１０４…脚
　１０６…スプレー銃
　１０７…スプレー銃スタンド
　１０８…スプレー銃ノズル
　１０９…塗料の軌道
　１１０…スピンドル
　１１２…ゴルフボール
　１１３…スピンドルスタンド
　１１４…第１のネット
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　１１６…第２のネット
　１１８…第３のネット
　１２０…第１の脚
　１２２…第２の脚
　１２４…第３の脚
　１２６…共通の基部
　１２８…ブースドレイン
　１３０…床
　１３１…第１の壁
　１３２…傾斜壁
　１３３…第２の壁
　１３８…ポンプ
　１３９…小部屋
　１４０…ノズル
　１４２…チューブ
　１４４…溶媒タンク
　１４６…余剰スプレー回収タンク
　１４７…内壁
　１４８…ポンプ
　１５０…ノズル　
　１５２…チューブ
　１５４…流量計
　１６０…ワイヤ
　１６２…再利用塗料用ドレイン
　１６４…フィルタ
　１６６…再利用塗料用チューブ
　１６８…新規塗料用タンク
　１６９…内壁
　１７０…新規塗料用チューブ
　１７２…誘導弁
　１７４…第１の入口
　１７６…第２の入口
　１７８…出口
　１８０…ポンプチューブ
　１８２…ポンプ
　１８４…弁
　１８６…電子弁コントローラ
　１８８…誘導弁エレメント
　１９０…スプレー銃チューブ　　　　
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